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目的 Dual energyCT撮影データから得られた物

質弁別画像によって肝実質の脂肪変性の程度を推定

可能かどうか検証する．方法 ファントム実験とし

て，単純Dual energy CT撮影データより得られた

脂肪成分抽出画像の正確性を検討するため，ブタの

肝臓をすり潰しラードを混和した検体を用いて実験

を行った．続いて，慢性肝障害にて腹部CT撮影お

よび肝生検を行われた患者33例を対象として，単純

Dual energy CTデータ収集を行った．算出した脂

肪抽出画像において，生検部位と同じ肝区域の脂肪

含有を解析した．これを肝CT値，および，肝生検

組織をKleinerによるNAFLD activity score

（NAS）の脂肪化と線維化スコアで評価した病理学

的所見と比較した．成績 ファントム実験において，

脂肪体積比０％，10％，20％，30％の検体は，脂肪

成分抽出画像によりそれぞれ３％，９％，21％，32

％と評価された．臨床例の検討において，生検組織

の病理学的所見はNASの脂肪化スコア０点19例，

１点８例，２点６例，３点０例であった．代表４例

の脂肪抽出画像による推定脂肪体積比は対照の正常

肝で４％，ウイルス性硬変肝（病理組織学的に脂肪

化０，線維化３）で２％，NASH硬変肝（脂肪化３，

線維化３）で９％，NASH非硬変肝（脂肪化２，線

維化１）で37％であった．推定脂肪体積比とNASの

脂肪化スコアとの相関は中程度であった（Spear-

man’s rank correlation coefficient＝0.67，P＝

1.9×10 ）．線維化スコアの高い症例では不一致が

みられた．肝CT値の症例ごとの大小関係は類似の

傾向を示した．結論 Dual energy CTを用いた物

質弁別により，肝脂肪変性の半定量的評価が可能で

ある．

目的
近年，臓器及び器官レベルで機能するRenin-an-
giotensin system，いわゆるlocal RASが注目され
ている．整形外科領域では関節炎滑膜や骨折治癒過
程の仮骨等においてlocal RASの発現が報告され，
RA変化や内軟骨骨化との関連が指摘されている．
我々は軟骨生理的肥大分化過程に着目し，マウス成
長軟骨帯及び胎児肢におけるlocal RAS発現の局
在を免疫組織学的に明らかとするとともに，ATDC5
細胞培養系を使用して軟骨生理的肥大分化過程にお
けるlocal RASの機能を明らかとすることを目的
とした．
方法
８週齢のマウス脛骨近位成長軟骨帯及び胎生15日
の胎児肢を，local RAS componentであるAn-
giotensinogen・Angiotensin Converting Enzyme
1（ACE1）・Angiotensin Ⅱtype 1 Receptor
（AT1R）・AngiotensinⅡtype2Receptor（AT2R）
を抗原として免疫染色し，組織学的に評価した．ま
たATDC5培養細胞の肥大分化過程におけるlocal

 
RAS componentの発現を，Quantitative RT-PCR
及びWestern blottingにより評価した．更に，選択
的AT1R阻害薬であるOlmesartan・選択的AT2R
阻害薬であるPD123319をAngiotensin IIとともに

ATDC5細胞培養系に投与してAT1R及びAT2R
を個々に刺激し，生理的肥大分化過程におけるlocal

 
RASの機能をQuantitative RT-PCRにより検討
した．
結果
マウス脛骨近位成長軟骨帯及び胎生15日の胎児肢

において，Angiotensinogen・AT1Rは静止軟骨細
胞・増殖軟骨細胞・肥大軟骨細胞で発現が認められ
たものの，ACE1とAT2Rは肥大軟骨細胞にのみ発
現が認められた．ATDC5培養細胞系においても，肥
大細胞期においてのみ有意にACE1とAT2Rの
mRNA発現量が増加した．またATDC5培養細胞
肥大細胞期において，軟骨肥大分化の指標とされる
Runx2・MMP13・type X collagenは，AT1Rの活
性化によって有意に減少し，AT2Rの活性化によっ
て有意に増加した．
結論
in vivoとiv vitroの両実験系で，軟骨生理的肥大
分化過程におけるlocal RAS componentの発現を
確認した．生理的軟骨肥大分化過程においてAT1R
とAT2Rは相反する作用を有し，AT1Rの活性化は
肥大分化を抑制し，AT2Rの活性化は肥大分化を促
進する可能性が示唆された．
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